
　　

具体的取組

進捗管理者 実施責任者 実施担当者

社会に期待される人材教育
・予定した授業の実施
・専門的知識の修得状況
・実践力の向上

校長 学科長 教員

○地域企業や大学の課題をテーマとした卒業研究
の実施。
○VR技術や生成AI、産業用ロボットに関する授業
の検討。
○導入している協働ロボットを使用した実習を実
施。

○生成AIを活用した未来のサービスについて発表資
料を作成する授業を実施。
○機械システム学科２年生に協働ロボットの特別教
育を実施。
○信州大学農学部との共同研究「バクテリア培養装
置の開発」の卒業研究を実施。
○地域共同開発の「アスパラガス収穫機」に関する
卒業研究を実施。
○多摩川パーツマニュファクチュアリング株式会社
との共同研究「異形工具を用いた5軸制御加工のた
めのC-Spaceに基づいた工具経路の量産加工性評
価」の卒業研究を実施。

○生成AIについては、後期の授業で実施し生成AIの使い
方、注意点、可能性及び限界について学んだ。
○協働ロボット実習は将来的に重要課題であり、企業
ニーズも最近急速に高まっているため、さらに充実する
必要がある。
○校内だけでなく、企業や他大学との共同研究を積極的
に進めており、教育の成果も出つつある。

a b a a a a

○計画を上回る実績を挙げており、評価できる。
○人材教育の中で卒業研究の果たす役割は極めて大きい。卒業研究テーマとして教員による自
主研究と企業との共同研究がベースになると思われるが、自主研究を行うためには研究費の継
続的な確保が必要。学校側からの研究費配分に加え、南信工科短大振興会からの支援があるこ
とを確認し、健全に運営されていると判断した。
○計画に沿って実施がされていることは高く評価できる。
○評価項目の１つになっている「実践力の向上」についての分析が不明である。何を尺度とし
ていくか今後検討されたい。例えば、企業からの聞き取りや意見交流等のデータを活用した分
析があれば判断できると考える。
○生成AIに関しては、急速に発達を続けている分野であり、毎年毎年対応の進化が問われる大
切な項目だと感じる。
○社会的関心の高まり、企業ニーズに呼応した教育の実施を望む。
○全体的に計画通り事業が遂行されている。
○地域企業、産業に密着した共同研究を積極的に取り入れ、卒研などの学生の教育にも反映し
ているのは、当校の本来あるべき姿を追求している。
○社会学や学生向け研修なども社会に期待される人材教育の一環として評価されると思う。
○引き続き、生成AI、協働ロボットなどこれからの時代に求められる専門知識の修得に力を入
れていただきたい。

○3Dカメラ及びAI等の周辺機器の活用並びにNC工作機械との連携など、協働ロ
ボットの実習の充実化を検討する。
○学生の授業の受講機会を増やすため、選択科目（線形代数学・工業数学・力
学）を全学生対象のオンデマンド授業とする。
○卒業研究の一環として企業や他大学との研究を積極的に推進しており、今後
は教育及び研究成果を出すように努力する。
○卒業研究の一環として、地域企業と「水位センサ」の開発及び「画像検査シ
ステム」についての共同開発を継続する。
○卒業研究の一環として、信州大学農学部と培養装置の開発についての共同研
究を継続する。
○卒業研究の一環として、看護大学と重症心身障がいのある子ども向け音楽支
援システムの開発についての共同開発を継続する。

自己評価：ａ a b a a a a

学務委員長 学務委員

○日本語表現授業に、就職に必要なスキル向上の
ための内容を取り入れるよう提案。

○日本語表現の授業に「履歴書の書き方」を取りれ
た。
○編入学を希望する学生向けの選択科目をオンデマ
ンド授業とし，全学生が受講できるようにした。

○授業の中に、就職に必要なスキル向上を目指す内容を
取り入れる取り組みが必要。
○選択科目をオンデマンド授業とした結果，編入学を希
望しない学生も受講し、受講者増に繋がった。

a a a a a a

○履歴書やエントリーシートは今や生成AIの活用が当たり前の時代となっており、これらの
ツールの使いこなしもレクチャーされたらどうか。
○卒業後、大学に編入学を希望する学生向けの選択科目は基礎学力の向上を目的とするものと
推測するが、全学生に対象を拡げられたことは大変良い取り組みである。
○授業の内容を工夫したこと、オンデマンド授業を実施したことは、学校生活においての学習
の保障に大きく貢献していると考えられる。
○学生アンケートにもあるように、学校生活が楽しく、教職員の関わりがとても良いとの意見
がある。このことからも安心した教育が実現できていると評価できる。
○生徒の学習意欲を向上させる、時代に合った対応であり素晴らしい。
○就職、進学に向けた取組対応を望む。
○予定した事業計画を実施できた。ただ就職に必要なスキル向上には様々あるが、社会学やセ
ミナーなども実践しているので、もう少し実績として評価して良いのではないか。
○学校生活の充実としては外から見る以上に学生の満足度は高いと思うので、良いところは良
い、足りないところは足りないとした学生目線での分析と今後の学校の魅力として明確にして
欲しい。
○就職希望者全員の内定という成果が維持できるよう、授業内容の改善・充実を進めていただ
きたい。

○授業内容について、学生アンケート等を参考に担当教員と相談し、改善・充
実を図る。

事務局長 事務局

○自治体へ奨学金制度の新設に向けての協議及び
検討資料の提供。

○南箕輪村において、新たに就学助成金（給付型奨
学金）が新設された。
○県立工短の学生を対象とした県独自の奨学金（給
付型）創設を県庁へ要望した。

○学生募集には奨学金制度の拡充が必要である。

s b a a b a

○南箕輪村において、新たに就学助成金（給付型奨学金）が新設されたことは高く評価でき、
これまでの努力に敬意を表す。
○一方、学生確保には奨学金制度の拡充が必要であると認識されており、市町村に加え、長野
県への働きかけを継続していただきたい。さらには、地元企業に就職を希望する学生への支援
として振興会会員企業による給付型奨学金の新設が可能かどうか検討されたい。
○奨学金制度の充実は、若者たちの可能性を拡大する上で不可欠なものである。県へも継続し
て要望するなど精力的に取り組まれていることは評価できる。
○学校生活の充実は、教育内容と奨学金に加えて、学校のハード及びソフト環境の面も大事で
ある。アンケート結果にある学生の要望（学校運営のコメントと同じ）について、この項目に
も盛り込まれ、少しずつでも対処できることを望む。
○県の前向きな対応に期待したい。
○奨学金制度拡充に向けて今後も要望を出すことを望む。
○予定した事業計画を実施し、南箕輪村において成果を上げられた。
○努力が認められるが県など奨学金の成果は道半ばとみてb評価とする。
○奨学金制度の働きかけについては、目的（経済的負担の軽減のみ、地元校への進学促進、地
元就職者の確保等）に応じて方向性が異なるので、分析が必要ではないか。

○南信地域（特に上伊那管内）の自治体が実施している奨学金等を再調査し、
未実施の自治体に対し創設に向けて働き掛けを行う。
○県独自奨学金制度の創設の働き掛けを継続する。
○奨学金制度の積極的な広報と書類作成支援を継続する。

自己評価：ａ s a a a a a

学生の就職支援
・リクルート支援　学生へ
のアンケート、就職率

校長 就職委員長 就職委員

○相談・支援の充実。
○南信工科短大振興会への入会の促進。

○振興会入会企業数が236社（R6年度）から238社
（R7年度末）に増加。
○校内企業研究会（合同企業説明会）に111社が参
加。在校生数が少なかったため５回に分けて実施。
○インターンシップ説明会に外部施設を利用し、よ
り多くの企業の話を聞けるようにした結果、充実し
た環境下で、より深く企業を知る機会になった。
○就職希望者全員が内定。

○学校見学に訪れた企業等に対して、振興会の活動を積
極的に紹介すること等により、会員数の増加に繋がった
と思われる。

b a a b s a

○インターンシップや企業見学会は、引き続き取り組んでいただきたい。
○学生の地元就職に対する振興会の果たす役割は極めて大きく、学校見学を通して会員企業が
増加していることは高く評価できる。
○再掲になるが、振興会による給付型奨学金が新設されれば学生のモチベーションの向上にも
繋がるのではないかと思う。
○就職率100％の実績は在学生のモチベーションにも繋がり、学生募集の際にも大きな武器に
なるので、今まで以上にPRされたい。
○就職支援に関しては、学生アンケートでの評価も高く大いに評価できる。
○より多くの企業見学、企業説明ができるよう工夫を望む。
○例年、積極的に且つ計画的に十分な取組を行い、実績も確実に出ている。
○南信工科短大振興会会員との連携が出来ており、会員入会促進にも繋がっている。
○就職率は申し分なく学生は大変恵まれている。
○就職希望者27名全員が内定したことは素晴らしい。

○「日本語表現」の授業において、履歴書の事前添削を行い、就職活動の充実
を図る。
○昨年度に引き続きインターンシップ説明会を外部施設にて実施する。

自己評価：ｂ b a a b s a

４年制大学への編入学制度
の確立

・編入学試験に係る募集制
度等の整備

校長 副校長 教職員

○単位互換制度（もしくは科目等履修生における
受講料等の非徴収）の整備。
○本校の人文科学分野一般教育科目及び専門基礎
科目の充実。
○編入学合格者のフォローを、編入先大学の教員
と協力して実施。

○人文科学「日本語表現」を第４期に、専門基礎科
目「線形代数学」、「力学」を第２期に開講。
○信州大学オンライン講座を、前期１名及び後期２
名が受講。
○本年度の編入学の実績は、信州大学工学部が受験
者１名中、合格者なし。諏訪東京理科大学工学部が
受験者１名中、合格者１名。
○合格者に課された課題について、適切に進捗確認
を実施。

○編入学の学科試験の難度が高く、本校教育の延長線上
では到達できないレベルにある。特別な強化が必要にな
れば、教員側の負担が増える可能性が高いため、非常勤
講師等による「選択科目」の充実が必要。
○職能短大の標準カリキュラムには教養科目が少ないた
め、４年制大学への３学年に編入できたとしても、卒業
までには実質的に３年間を要することが予想されるた
め、非常勤講師等による「選択科目」の充実が必要。

a a b a a a

○大学への編入学の道は在学生のキャリアパスの拡大にとっても重要で、学校の様々な取り組
みに対して高く評価する。大学への編入学の道は高校生にとっても魅力的。編入の実績が増え
てくれば、これを高校生に大いにアピールしていただきたい。
○志願する大学によって選抜試験のやり方は異なるが、県内の信州大学工学部や諏訪東京理科
大学に特化した入試対策を実施されたらいかがか。特に、専門面接は短時間に基礎学力を計ろ
うとするため、受験生によっては緊張のあまり、普段の力を発揮できない可能性がある（就職
面接と同様）。慣れが必要なので、複数回の模擬専門面接も有効である。
○編入希望者への支援は個別的な関わりが重要になってくる。昨今では編入も多様化している
ため少しずつでも具体的に支援体制を整備することが求められる。
○編入者数の増は、学校の評価向上につながる。難しい面は多々あると推察するが、期待した
い。
○編入学の学科試験レベルが高く、「選択科目」の充実を望む。
○まずは、諏訪東京理科大学への合格者が出たことが大変喜ばしく、現時点では取り組み自体
を大いに評価したい。
○合格者の実績を上げるには時間も必要。様々な取り組みの発展途上を踏まえ、評価外とした
い。
○学生の様々な進路希望に対応する意味でも、今後も編入等のハードルを下げる取組を期待し
たい。

○教養科目の更なる充実を検討する。
○編入学希望者については、引き続き信州大学オンライン講座の受講を勧める
と共に、受験対策として個別指導を実施する。
○選択科目３科目は編入希望者のみならず全員が受講可能とし、対面授業や通
信添削、またはそのハイブリッド授業として開講する。
○編入学合格者のフォローを編入先大学の教員と協力して実施する。

自己評価：ａ a a b a a a

研究の推進
・研究取組数
・研究活動の内容
・共同研究実施件数

校長 副校長 教員

○学会発表や学術専門誌への投稿数の増加。（原
著論文発表数：年間３報以上）
○地域企業や教育機関等との共同研究の推進。
（６件以上）
○論文作成と投稿の支援。（論文出版費及び学会
参加費の補助）

○本年度は国内専門誌１、国内学会口頭発表２。
○電気通信大学と異形工具の制御用ソフト開発に関
する共同研究の成果についてプレス会見を開催し、
複数の新聞に記事が掲載。
○本年度の地域企業や教育機関等との共同研究８
件。
（小林教授１、荒川教授１、岡本講師１、松原教授
３（倉澤准教授１含む）、柳沢准教授１、南澤講師
１）

○論文発表や地域企業等との共同研究を展開する教員が
いる一方で、教育に軸足を置いている教員もいる。教育
重視の教員も保有技術のレベルは高いため、分野がマッ
チすれば共同研究への直結も見込まれる。
○研究機関としてのひとつの基準である学術専門誌への
原著論文の年間発表数３をクリアーするため、論文作成
支援策を充実する必要がある。

a s b a a a

○電気通信大学との共同研究、地域企業や教育機関等との共同研究８件は高く評価できる。引
き続き、推進して欲しい。
○学会発表や学術論文は日頃の研究活動がベースになるため、自主研究、共同研究の維持・拡
大をお願いしたい。
○学会発表のための旅費や論文投稿料などに経費がかかるが、特に国際会議発表の参加費・旅
費や海外雑誌投稿は高額となり、学校（あるいは振興会）として何らかの支援策はあるか。
○令和７年度の課題に沿って、研究に関しては、多忙な中でも精力的に取り組まれていると高
く評価する。
○地域企業との連携による研究は、地域在住の学生たちに対する大きなアピールになるのでは
ないか。
○専門知識を高め研究の推進を望む。
○取り組みの内容、件数など他同レベル校に対し優れていると思う。
○研究を積極的に周知すると共に、地域産業と直結した研究が増えることを期待したい。
○研究時間の確保が難しいとは思うが、地元企業や地域の課題解決に直結する研究を積極的に
進めていただきたい。

○教員それぞれが保有する技術を、地域企業に展開できるようにするため、HP
に教員紹介ページに加えて「紀要」のアーカイブページを開設する。
○原著論文の年間発表数３をクリアーするため，論文作成支援策（研究費・論
文添削費・共同研究紹介等）を充実する。
○卒業研究の一環として、地域企業と「水位センサ」の開発及び「画像検査シ
ステム」についての共同開発を継続する。（再掲）
○卒業研究の一環として、信州大学農学部と培養装置の開発についての共同研
究を継続する。（再掲）
○卒業研究の一環として、看護大学と重症心身障がいのある子ども向け音楽支
援システムの開発についての共同開発を継続する。（再掲）
○日本かみかみ学会と咀嚼機能向上に関する共同研究（「かみかみ大使カミ
ン」の共同開発）について、実証実験で明らかになった課題を解決するために
改良を進める。

自己評価：ａ a s b a a a

SDGs達成に向けた取組
・達成に向けた取組及び目
標設定

校長 副校長 教職員

○SDGs関連授業（小水力発電等の自然エネルギー
関連ほか）の実施。（３回）
○研究テーマの設定と実施。（１テーマ以上）

○栗田氏の再生可能エネルギーに関する授業を３回
実施。
○共同研究として、地域企業が開発したCO2排出量
可視化システムの実証実験を実施。

○小型電力計を校内のエアコンに設置し、消費電力や
CO2排出量を可視化した結果、実際の使用状況に基づく
データが得られ、効果的な節電方法を検討できることが
確認された。

b b a a b b

○SDGsに関する教育が授業に具体的に含まれているが、再生可能エネルギーや省エネルギーに
関わる技術や政策は多様であり、可能ならば（過大な負担のない範囲で）、体系的な内容で独
立した授業科目を開講されたらいかがか。
○CO2排出量可視化システムの実証実験を地域企業と連携されている取り組みは高く評価でき
る。
○電力計の校内設置による消費電力の可視化の次の段階として、今後は具体的な節電スキーム
の検討を。そのスキームに学生を参画させることでSDGsに対する教育効果も期待できる。
○令和７年度の課題に沿って、SDGs達成に向けての研究に取り組まれていることも評価でき
る。今後も具体的な取り組みを計画していく余地があると考えられる。
○SDGs達成に向けて具体的な取り組みを望む。
○計画に対しての実績としては計画を遂行出来たと思うが、目標がやや不明確と言うか物足り
ないため＋αの評価がしにくい。

○SDGs関連授業を継続実施する。（３回以上）
○校内の空調設備に、CO2排出量可視化システムを設置し、電力量を可視化し
ながら実証実験を継続して進める。

自己評価：ｂ b b a a b b
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具体的取組

進捗管理者 実施責任者 実施担当者

委員Ｆ委員Ｄ委員Ａ

目標
大項目

(VISION) 小項目（取組） 評価項目
本年度（令和７年度）の主な取組

（注）赤字は新規の取組

実　　　績 分　　　析
委員コメント

令和８年度課題（取組）
（注）赤字は新規の取組

事業計画 実施体制

外部評価委員会評価

委員Ｂ 委員Ｅ委員Ｃ

・技術支援の実施件数 校長 副校長 教員

○技術相談（連携協定締結機関からの紹介を含
む）の充実。（３件以上）
○地域プロジェクトへの参画。（２件）

○地域企業や教育機関等から技術相談を５件受け、
そのうち３件について共同研究を実施。
○上伊那産業振興会が伊那市から委託されているア
スパラガス自動刈取機開発及び市内企業のスマート
工場化に参画。
○商工業者向けSDGs推進プロジェクトの一環とし
て、伊那市内企業向けIoTハンズオンセミナー（４
回）の講師を担当。

○技術相談や学校見学には、引き続き積極的に対応して
いく。
○２つの地域プロジェクトの１つ、アスパラガス自動刈
取機開発では本校教員が技術リーダーとなり、民間企業
４社を統括して開発を進めている。これらを通して、地
域企業のレベルアップに貢献していく。 b a a a s a

○技術相談の実施、そこからの共同研究への展開へと着実に成果をあげており、高く評価す
る。
○二つの地域プロジェクトの推進も素晴らしい。これらのプロジェクトにも学生の参画がある
ものと思うが、PBLの一貫として取り組んでいる事例として大いにPRをされたい。
○令和７年度の課題に沿って、積極的に取り組まれている。
○具体的な取組と成果が出ており、今後も企業との連携でレベルアップを望む。
○自分の知る限り、アスパラもIoTセミナーも、また他の伊那市のプロジェクトに対しても南
信工科短大ならではの支援実績であった。
○成果は難易度や様々な要因があるため評価外とし、取り組みの姿勢を最大限評価する。
○地域社会・企業との関わりは大変重要なので、過度の負担にならない範囲で継続していただ
きたい。

〇アスパラガス自動収穫機の研究は次の段階である社会実装を目指して開発を
継続する。
○卒業研究の一環として、地域企業と「水位センサ」の開発及び「画像検査シ
ステム」についての共同開発を継続する。（再掲）
○卒業研究の一環として、信州大学農学部と培養装置の開発についての共同研
究を継続する。（再掲）
○卒業研究の一環として、看護大学と重症心身障がいのある子ども向け音楽支
援システムの開発についての共同開発を継続する。（再掲）

自己評価：ｂ b a a a s a

・地域イベント数
・参加者のアンケート内容

校長 副校長 教職員

○キッズものづくりフェアの開催。（１回）
○小学校・中学校専門クラブ体験講座等の実施。
（３回）
○高大連携（インターンシップ受入）の実施。
（１回以上）
○伊那市中学生キャリアフェス、箕輪中学校わく
ワークみのわ、飯田短大アカシア祭に参加。

○キッズものづくりフェアを10月４日（土）開催、
近隣25小学校等から保護者含め638名が参加。
○小学生向け体験講座等は夏休み期間中に３回、秋
に１回、合計４回実施。
○駒ケ根市内の中学生を対象にプログラミング講座
（デジタルマスター講座）を実施し、６名参加。
○インターンシップは、駒ヶ根工業高校８名を対象
に３日間、岡谷工業高校７名を対象に２日間実施。

○幼少期から科学に触れ、将来は理工系人材として地域
を支える期待を持って各イベントを実施している。
○工業高校との連携は本校受験に繋がることが期待され
る。令和９年度以降も充実していく。

b a a b s a

○小中高校生向けに様々な地域イベントを企画・実施し、着実に成果をあげている。学生の参
加があるのなら、大いにPRをされたい。
○駒ケ根工業高校をはじめ、特に中南信の工業高校とさらに連携を深めることで学生確保にも
繋がるため、是非、継続して進められたい。
○一方、様々な地域貢献の取り組みを進めるにもリソースの限界があり、どうバランスを取っ
て取り組んでいくかは大きな課題である。一部の教職員に依存することのないよう全体のバラ
ンスを取りながら進めていただきたい。
○学生も巻き込み地域のイベントを盛り上げている点は高く評価できる。地域貢献が本業の学
業と両立できるよう、人的資源・物的資源の持ち出しが過多にならぬよう気をつけていただき
たい。
○ものづくり人材育成のキーの一つは、小学生時の体験の充実にあると考える。すばらしい取
り組みをされているが、さらなる拡充を期待したい。
○南信州地域にも声掛けをお願いしたい。
○全て可能な限りの取り組みと実績であり高く評価するが、学校として実績評価内容が不足し
ていないか。
○学生の参画も非常に良かった。
○今後の課題としては継続と成果の拡大にどう周りを巻き込めるかにあると思う。
○教員だけでなく、学生が子どもたちと接する機会は学生の成長にとっても大切。

○キッズものづくりフェアを開催する。（１回）
○公民館活動（２件以上）を支援する。
○駒ケ根市内の中学生を対象に「デジタルマスター講座」（プログラミング講
座）を実施する。
○インターンシップ受入れを実施する。（２高校以上）
○伊那市中学生キャリアフェス、箕輪中学校わくワークみのわ、飯田短大アカ
シア祭に参加。
○箕輪中学校の生徒を対象に、プログラミング講座等を開催するとともに、文
化祭におけるものづくり作品の出展等を支援。

自己評価：ｂ b a a b s a

校内の学習環境の整備
・外観の変化（植栽実施、
敷地内の整備状況）

校長 事務局長 事務局

○学校案内が不足しているため、講義棟屋上へ看
板を設置。
○通学・通勤に利用するバス停の設置。
○駐車場内の安全対策として、陥没箇所を整備。

○講義棟屋上の壁面２か所へ校名等の看板を設置し
た。
○南箕輪村へ要望した結果、学校敷地内へ「まっく
んバス」の停留所が設置された。
○駐車場北側の陥没箇所の修繕を実施した。

○看板の設置により、特にドライバーの視線に入り、学
校の知名度も向上する。
○悲願だったバス停の設置により、学生等の利便性が向
上するとともに、学生募集においても有利になる。

a b b b a a

○校内の学習環境の整備は年度毎に計画的に実施されていると思うが、快適な環境整備はもと
より、安全に資する整備も引き続き検討されたい。
○バス停の設置は大きな成果だが、利用者が少ないなど、難しい課題がある。これといった解
決策はないが、引き続き検討されたい。
○校内の学習環境の整備を行うにあたり、学生の意見・要望は取り入れているか。予算的な問
題があると思うが、ひとつでも学生の要望が実現したら、学生にとっても有益である。
○学習環境の整備はハード面、ソフト面の両面で、学生の満足度に関わってくるものである。
学生のアンケート結果に沿って、必要なことがあれば整備をされたい。例えば学食は難しいも
のの、自動販売機による購買の充実やEazy Storeなどの活用。周辺小売店の弁当の出店も検討
の余地があるのではないか。
○学校内バス停利用について地域へも周知を行い利用者を増やすことを望む。
○地道な活動が結果を出しつつあり、成果は目に見えにくいことであるが前進があったと思
う。今後も地道に活動を積み重ねたい。
○通学・通勤環境の整備と合わせる形で、マイカー以外の交通手段の活用促進にも取り組んで
いただきたい。

○校内の植栽の剪定及び松くい被害木の伐採等により、景観の向上及び学習環
境の整備に努める。

自己評価：ａ a b b b a a

入試班長 入試班員

○教職員による高校訪問、高校教員及び生徒の本
校見学会を継続実施。
○オープンキャンパスは、年間４回（６・７・
12・３月）実施。第４回は、本校２年生の出身高
校の担任教員等へ案内状を送付。
○これらに加えて、受験生（合格者）確保のた
め、高校教員向け説明会の開催、個別高校見学の
受け入れ、高校説明会への参加、インターンシッ
プ等による強化対策を実施。
○工業高校と高大連携授業の実施。

○教職員による訪問校総数は、中南信地域を中心に
44校99回。
○オープンキャンパスは計４回実施、生徒62名、保
護者51名が参加。
○インターンシップは、駒ヶ根工業高校８名を対象
に３日間、岡谷工業高校７名を対象に２日間実施。
（再掲）
○岡谷工業高校の生徒４名とともに、課題研究とし
てAIロボットを開発。

○教職員による訪問校総数は、昨年度（40校87回）を上
回り、高校への情報提供を強化した。
○県教育委員会において、高校工業科と工科短大との一
貫した学びを推進するため、南信地域の工業系高校への
働き掛けを強化している。
○引き続き、高校訪問やオープンキャンパスを通じて、
中南信地域の高校生の本校に対する認知を高めていく必
要がある。 s a a b a a

○学生確保のための高校訪問だが、高校数、回数ともに驚異的な数字である。危機感の現われ
と推察する。
○高校訪問の際に、学生にも参加してもらったらどうか。
○工科短大には新鋭の実習設備が導入され、県内の高等教育機関と比べても素晴らしい教育環
境を持っている。就職率100％と併せて、高校生に大いにPRされたい。
○工業高校の卒業生は工科短大の学生と一番マッチングするし、地域企業への就職を希望する
生徒へのPRは学生確保にも大いに繋がるため、中南信の工業高校との連携を引き続き進められ
たい。
○令和７年度の課題に沿って教職員が少ない中、かなり精力的に取り組まれていると評価す
る。
○引き続き南信州地域も含め高校訪問を実施し、南信工科短大の知名度UPに繋げてもらいた
い。
○キャパに対する労力と取り組み実績は十分評価でき、限りなくs評価に近い。
○今後s評価にするためには、今までの活動に足りない物を見つけ改善することが必須であ
り、是非、自分たちの殻と壁を破ってほしい。
○高卒で就職する層への訴求が重要ではないかと考えられる。

○高校訪問の充実
　中南信地域を中心に高校ごとに訪問のタイミング（三者懇談，オープンキャ
ンパスや出願期の時期）と説明内容を再検討し対応していく。
○オープンキャンパスの充実
・在校生の協力を得て、当日の説明・案内を行うほか、高校時代の担任教員や
後輩への働き掛けを行う。
・南信工科短大振興会や外部の専門アドバイザーと連携し、受験者拡大プロ
ジェクト（仮称）を立ち上げ、オープンキャンパス等の拡充を図る。
○強化対策
・工業系高校：インターンシップの実施やオープン講座の企画・開催を検討。
高校の課題研究を共同実施。
・その他の高校：教員（進路指導・担任教諭）の校内見学を新規開拓。

広報班長 広報班員

○キッズものづくりフェアにて開催するデザイン
コンクールの継続。
○研究成果、活動状況などの積極的広報。
○各種メディアを活用した広報活動を実施。

○デザインコンクールには６校、43名の応募があ
り、フェアのイベントとして表彰式を開催。（全43
点を表彰）
○諏訪工業メッセや伊那市中学生キャリフェス等へ
学生の製作物を出展し、本学の取り組みを地域に紹
介。
○コンビニエンスストア店内へのチラシ掲載依頼、
ラジオCM放送、テレビ・ラジオ番組出演、開講10周
年新聞記事掲載を実施。
〇HPアクセス数は昨年度と同程度の1.7万回。（一
昨年度は1.4万回）

○デザインコンクールは地域の小学生からの応募が少な
く、応募期間や周知方法を再検討する必要がある。
○諏訪工業メッセや伊那市中学生キャリフェスへの出
展、コンビニエンスストア店内へのチラシ掲載依頼の取
組については、すぐに効果が確認されるものではなく、
継続することが重要である。
〇ソーシャルメディアの活用は高校生を含めて更に一般
化が進んでいるが、HPアクセス数は伸び悩んでいる。掲
載内容の充実や見やすさ等を検討する。 b a a b a b

○様々なイベントを通じた魅力発信のための広報活動も積極的に取り組んでおり、高く評価す
る。
○広報の対象は小中高校生、企業、一般市民と多様であり、これらは整理して見える化すれば
外部からわかりやすくなると思う。
○一方、一部の教職員に依存することのないよう全体のバランスを取りながら進められたい。
○SNSの活用は両刃の剣ではあるが、情報発信のツールとして非常に有効であることは明らか
なため、是非検討されたい。
○令和７年度の課題に沿って新たな広報媒体を活用して認知度向上にも尽力されている。
○工業高校生に対しては、高校での学びの上にどのような技能を積み上げることができるかを
簡潔に伝えられるような周知資料も必要かと思う。
○各種メディア、SNSを通じてPRを継続することを望む。
○取り組みと実績は限りなくs評価に近いa評価と考える。キャパに対する労力も十分な評価が
出来る。
○今後s評価にするためには、今までの活動に足りない物を見つけるかであり、どう殻を破れ
るかに掛かっていると思う。
○２年間の学びのメリットや充実した実験・実習環境など、南信工短としての売りや魅力は何
なのかを明確にして、ターゲットを絞った広報に取り組んでいただきたい。

○広報委員会メンバーを刷新し、全員で広報活動に当たり、新たな取組の導入
もできるよう検討する。
○ソーシャルメディアは新入生の獲得において重要なツールとなっており、HP
とSNS(インスタグラム・ユーチューブ）の検索回数の状況を分析し掲載内容等
を検討する。

事務局長 事務局

○工業高校と高大連携授業の実施。（再掲）
○調整している飯田短大との連携協定の締結。
○協定に基づく共同研究の継続。

○学校見学会は、重点高校と実施し、意見交換を
行った。（R7：２回、128人）
○８月に飯田短大と連携協定を締結するとともに、
学園祭に参加し交流を図った。
○飯田短大と咀嚼機能向上に関する共同研究（「か
みかみ大使カミン」の共同開発）を継続するととも
に、新たな取組みを検討した。

○飯田短大との連携協定に基づく取組みを進めることに
より、両校の発展と知名度の向上が図れる。

a b a a a a

○学校見学会の重点高校とは中南信の工業高校を指すのか。工業高校は工科短大にとって重要
なステークホルダーであるため、重点高校としての絞り込みも適切であると思う。
○飯田短大と連携協定を締結し、学園祭での交流や共同研究など、具体的な成果が出ているの
は高く評価できる。引き続き、連携先の拡大に努められたい。
○地域の資源との共同の企画をますます推進されたい。
○飯田短大との連携協定は評価できる。他高校との交流ができるよう検討を望む。
○飯田短大との連携は大きな実績と考える。今後具体的な取り組みを実践し、その相乗効果を
大いに期待したい。
○今後は、連携の内容に加え、連携による具体的な成果・効果についても説明いただきたい。

○地域の高校及び協定を結んだ他の教育機関等と連携した学校のPR活動につい
て、新たな取組の検討を行う。
○飯田短大との連携協定に基づく取組み（共同研究の実施・継続、学生交流
等）を更に進める。
○新たな教育機関等との連携協定について、検討を進める。

自己評価：ｂ a b a b a a

受験者増及び入学定員の充
足

・受験者数及び入学者定員
充足率

校長 副校長 教職員

○一般入試にインターネット出願を導入。
○推薦入試（中期）の新設。
○南信地域の工業高校の受験生確保のため、夏休
み期間中にインターンシップを実施。
○オープンキャンパスを開催。
○高校教員向け説明会の開催、個別高校見学の受
け入れ、高校説明会への参加等を実施。
○諏訪地区の応募者確保のため、「諏訪圏工業
メッセ」に参加しブース展示。

○本年度の受験者数及び入学者数の状況
・A0入試、校長推薦、事業主推薦、一般入試など計
７回入試を行った。
・受験者数合計：31（機械15＋電気16）人、入学
者：27（機械15+電気12）人
○インターンシップは、駒ヶ根工業高校８名を対象
に３日間、岡谷工業高校７名を対象に２日間実施。
（再掲）

○AO入試出願者が８名（前年度11名）と減少となった。
４年制大学への進学希望が多くなったためと推測され
る。
○推薦（校長、特別）、一般入試については、合わせて
23名と前年度より増加した。
○開校初年度のみ定員を充足したが、以後入学者の定員
割れは続いている。
○強化対策
・高校進路室との連携は今後も強化が必要。
・既卒者等の受験もあるため、高校以外の周知方法の開
拓が必要。 c c b c c c

○受験者増及び入学定員の充足に苦労されており、入試方法の改善、高校訪問、イベント等を
通じた広報等々、様々な取り組みを進めていることが良く分かった。
○我が国は人口減少に歯止めがかからず、とりわけ、出生数の急減に伴う若年人口の減少は学
校経営にも大きな影響を及ぼすことが自明な中で、どう特色を出して学生確保に繋げて行くか
は全ての取り組みに関わることであるため、引き続き、頑張っていただきたい。
○毎年、数名の社会人学生の入学があるが、振興会会員企業からのご支援を引き続きお願いす
るとともに、さらにPRして会員企業以外からのエントリが増えるよう裾野の拡大に取り組まれ
たい。その際、充実した実習設備を保有している、実践力養成を強化した教育に取り組んでい
るなどが求心力になると思う。
○大学への編入学の道は高校生にとっても魅力的であり、編入の実績が増えてくれば、これを
高校生に大いにアピールされたい。
○高校生はもちろんだが、社会人に対するリカレント教育の推進も視野に取り組まれたい。さ
らに国内で増え始めている外国人への教育なども調査研究されたい。
○南信工科短大の設備、講師陣は優秀であること、振興会参加企業が多いこと、就職に
際しても多くの企業から求人があることなど、PRを積極的に進め受験者数、入学者
数を確保できる取組を望む。
○本件は努力だけでは評価が出来ないので、どのような背景であろうと実績が伴わないと言う
観点で敢えてc評価とする。
○本件は、当校だけの運営評価ではなく県としての評価項目として、県として対応する責任と
義務があると考える。そのことが出来ていないことに対する県へのc評価とする。
○在学生のアンケートは分析して活かすべきである。
○初年度を除き定員割れが続いていることから、開校10年を節目に今後の方向性（どう特化す
べきかなど）についても考えていく必要があるのではないか。

○受験生の利便性向上のため、AO入試、推薦入試にインターネット出願を導
入。
○強化対策（再掲）
・工業系高校：インターンシップの実施やオープン講座の企画・開催の検討。
高校の課題研究を共同実施。
・その他の高校：教員（進路指導・担任教諭）の校内見学を新規開拓。
○キッズものづくりフェアや諏訪メッセ等を通して、高校生以下の生徒・児童
への働きかけを、より一層充実する。
○より効果的な取組みを検討するため、高校別や試験区分別等、過去の受験状
況を分析する。
○編入学試験の合格実績を志願者確保に結び付ける方策を検討、実施する。

自己評価：ｃ c c b c c c
（評価基準）

　　小項目（取組単位評価）　　　　ｓ：事業計画を大幅に上回る　ａ：事業計画を上回る　ｂ：事業計画を実施　ｃ：事業計画はやや遅れている　ｄ：事業計画を十分に実施せず

　　小項目（評価項目単位評価）　ｓ：事業計画を大幅に上回る　ａ：事業計画を上回る　ｂ：事業計画を概ね達成　ｃ：事業計画を下回る　ｄ：事業計画を大幅に下回る

　　大項目評価　　　　　　　　　　　Ｓ：事業計画の進捗は優れて順調　Ａ：事業計画の進捗は上回って順調　Ｂ：事業計画の進捗は順調　Ｃ：事業計画の進捗はやや遅れている　Ｄ：事業計画の進捗は遅れている
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学校の魅力発信
(広報活動）

・認知度向上
　見学会、オープンキャン
パス等への参加者数
・メディア露出度
　HP等アクセス数
　他教育機関との連携交流
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